
新上五島町

佐世保市（宇久島、寺島）
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五島列島五島市

西海市（江島、平島）

小値賀町

　

長
崎
県
は
人
口
減
少
と
い
う

課
題
に
50
年
ほ
ど
前
か
ら
直
面

し
て
い
ま
す
。全
国
的
に
人
口

減
少
社
会
に
突
入
す
る
中
、こ

の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
は
、こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加

え
、よ
り
踏
み
込
ん
だ
取
組
を

行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

本
県
に
お
け
る
地
方
創
生

を
着
実
に
進
め
る
た
め
、県
や

市
町
の
取
組
に
加
え
て
、県
内

企
業
に
就
職
し
て
い
た
だ
く

こ
と
や
企
業
に
お
い
て
出
産

や
子
育
て
を
し
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備
を
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、県
民
の
皆
さ
ん
や
企

業
の
皆
さ
ん
な
ど
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

活
力
あ
る
長
崎
県
を
将
来

に
確
実
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
、県
民
の
皆
さ
ん
の
地
方

創
生
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

67

移住検討から地域への定着まで切れ目なく支援

県の政策企画課　☎095-895-2034問合せ 検索長崎県 地方創生の総合窓口

県の地域づくり推進課
☎095-895-2247

問合せ

検索長崎県有人国境離島

県の地域づくり推進課　☎095-895-2241問合せ 検索ながさき移住

長崎本部　☎095-894-3581
東京窓口　☎080-7735-3852

ながさき移住サポートセンター

しまの人口減少に歯止めをかける

国の主な支援制度

東京や名古屋、
福岡にお住まいの
知人・親戚の方へ
お知らせください！

※

有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に

係
る
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
本
県
選
出
の
国
会
議
員
の
ご
尽
力
に
よ
り
議
員
立
法
で
成
立
）

人
口
流
出
が
進
む「
し
ま
」

　

全
国
一
の
離
島
県
で
あ
る
本
県
で
は
、し
ま

の
振
興
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、し
ま
の
人
口
は
、昭
和
35
年
の

32
万
８
千
人
か
ら
、平
成
27
年
に
は
12
万
４
千

人
ま
で
減
少
し
、雇
用
の
場
の
不
足
な
ど
か
ら

若
者
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
受
け
入
れ
で

地
域
を
活
性
化

産
業
を
振
興
し
定
住
を
促
進

地
方
創
生
を

進
め
る
た
め
に

　

昨
年
制
定
さ
れ
た『
有
人
国
境
離
島
法
』が
、４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
基
づ
く
国
の
施
策
等
を
活
用
し
、し
ま

で
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
航
路
・
航
空
路
運
賃
の
引
き
下

げ
、し
ま
の
地
域
資
源
を
い
か
し
た
雇
用
の
場
づ
く
り

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

❶しまでの創業・事業拡大の推進
雇用を増やすため、創業や事業拡大を支援
◎対象経費
　設備費、改修費、広告宣伝費、人件費など ※上限等あり　《事業者負担 25％》 

❷しまの産品の輸送費の支援
農水産品（加工品以外）の出荷や原材料等の輸送にかかる費用を支援
◎対象経費
　海上、航空輸送にかかる費用　　《事業者負担 20％》 

❸｢もう一泊｣を促す観光の取組の推進
しまならではの魅力や観光サービスの充実、新しい旅行商品化などを促進
◎事業内容
　しま滞在型の旅行商品の開発、観光まちづくりなど

❹航路・航空路運賃の引き下げ
しまに住み続けられる環境を整えるため、住民の航路・航空路運賃の
引き下げを支援
◎引き下げ内容

◎長崎県移住相談会のご案内
福 岡 会 場　4月23日（日）　JR博多シティ10階
名古屋会場　5月21日（日）　AP名古屋.名駅 8階
東 京 会 場　6月11日（日）　東京交通会館12階

　県と県内21市町が共同で運営
し、専任の相談員による県内企業等
への就職・転職や市町の「空き家バ
ンク」等と連携した住まい探しのお
手伝いなど、さまざまなサポートを
行っています。ご家族からの相談も
受け付けていますので、お気軽にご
相談ください。
　また、移住支援専用ホームペー
ジ「ながさき移住ナビ」やフェイス
ブックでも、Ｕ・Ｉターンに役立つ
旬の情報を発信しています。

　

近
年
の
地
方
移
住
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
受
け
、本
県
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
数
は

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
呼
び
込
む
こ
と

は
、人
口
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
が
確
保
さ
れ
た

り
、地
域
に
眠
っ
て
い
た
魅
力
が
掘
り
起

こ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、地
域
が
活
力
を

取
り
戻
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
に
は
、地

域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
の
で
、県
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※平成28年度は平成29年1月31日現在

■本県の特定有人国境離島地域（「有人国境離島法」の対象地域）

※

県政テレビ番組「こちら県庁広報2課」（県内民放4局）でも今回の特集を2回シリーズで4月に放送します。ぜひご覧ください。
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フェリー：JR在来線並
ジェットフォイル：JR特急指定席並

高速船：JR特急自由席並
飛行機：新幹線並

実家にも近くなったので、これから両親ととも
に楽しみたいです」と話す憲吾さんは、ふるさと
で新たな一歩を踏み出しています。
　また、ご両親も「息子が近くに住むようになっ
て、頻繁に顔を合わすようになったし、頼もしく
感じています」と喜んでいます。

　大学進学で島原市を離れ、東京の新聞社に勤
めていた永田憲吾さん。両親の近くで暮らした
いと考え、移住サポートセンターに相談したとこ
ろ、仕事のことだけでなく住まいなどの紹介も
受け、昨年、諫早市へUターンしました。
　「長年、東京で暮らしていましたが、通勤ラッ
シュもなく、食べ物もおいしい自然豊かなふる
さと長崎県に戻って来てうれしく思っています。
転職の面で心配もありましたが、親身に相談に
乗ってもらい、ありがたく感じました。また、都会
暮らしに比べて家賃などの出費も減りました。

「両親の近くに住むことで親孝行の機会が増えました」と
憲吾さん（写真左）

Uターン移住者の方から

永田憲吾 （諫早市へUターン）さん
た けんなが ご

3,375


